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１ 親善体育大会が行われました。（市総体まで残り一か月となりました） 

４月２２日（土）に、軟式野球部が会長杯争奪春季

交流大会に参加しました。選手たちは、日頃の練習

の成果を発揮し、随所に好プレーを見せてくれまし

た。大島中、大三島中と合同チームを組んでおり、

本校の選手は、セカンドとセンターで出場している

のですが、セカンドの選手はセンターに抜けようかという強いゴロを好捕

しアウトにしたり、センターの選手もセンター前に落ちようかというボール

を好捕しアウトにしたりと守備面での成長がうかがえました。バッティング

面でも、セカンドの選手は選球眼がよく粘り強く対応しよく出塁します。センターの選手は、上島親善球技大会  

で、センター前にタイムリーヒットを打ったりと、チームに貢献しています。今後の活躍を楽しみにしています。 

 

４月２３日（日）には、大西町親善体育大会が開催され、本校からは、男子バ

スケットボール部が参加させていただきました。少ない人数ながら、選手たちは

最後まであきらめることなく戦いました。結果は、準優勝でした。決勝戦では、

終了間際に同点に追いついたものの、悔しい結果となってしまいました。この

悔しさを練習にぶつけ、市総体での結果につなげてほしいと思います。 

 

４月２９日（土）には、上島町親善球技大会が開催され、本校からは、軟式野球部、女子バスケットボール部、

女子卓球部、男女ソフトテニス部が参加させていただきました。どの部も、冬場の厳しい練習を乗り越えて、一

回りも二回りもたくましく成長していました。その中で、女子卓球部、男子ソフトテニス部、女子バスケットボー

ル部が見事優勝しました。今大会の結果を自信に、市総

体までの残り一か月、部員全員の心を一つにして、全身

全霊で練習に取り組んでほしいと思います。 

女子卓球部は、予選３試合と決勝戦全て、３－２という

接戦を見事勝ち切りました。どの試合も手に汗握る大熱

戦で、応援にも力が入りました。今大会を通じて、精神面

での成長

が大きか

ったこと

と思いま

す。 

女子バスケットボール部は、強豪玉川中学校との試合を１点

さで逆転勝利し、決勝戦も落ち着いて戦い抜き、見事優勝しま

した。昨年度から引き続いての優勝で二連覇を果たしました。

休日には、松山の中学校への遠征を繰り返した成果が、見事に

表れた優勝でした。 
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男子ソフトテニス部は、３年生だけでなく、２年生の成長が大きいと感じました。

レギュラーだけでなく、サブのメンバーを含めた全員で戦っているといった、チー

ムとしての一体感を感じました。残り一か月で更にパワーアップし、市総体で今治

市の強豪中学校に勝利し、県大会出場の切符を勝ち取ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

２ 参観日を行いました。 

  ４月２５日（火）に、参観日を行いました。当日は、大勢の保護者の皆様に

来校していただきありがとうございました。授業参観では、１年 A 組は社会

科、２年A組は音楽科、３年A組は理科、３年B組は道徳の授業をそれぞ

れ参観していただきました。１年生の授業では電子黒板や地球儀を、２年生

の授業でも電子黒板を、３年生の授

業では電子黒板に加えてタブレット

を使って授業を進めていました。授

業形態も、少人数学習（ペア学習や班学習）を用いて、意見が出やすく

なる工夫をしていました。生徒たちに、確かな学力を身に付けさせるた

めに、ICT機器を効果的に活用したり、授業形態を工夫しながら授業改

善に取り組んでいきたいと思います。 

  

３ 交通安全教室を実施しました。 

  ４月２６日（水）に、伯方警察署の交通安全課の職員を招聘し、交通安全

教室を実施しました。中学生にとって自転車は、大変便利なツールです。で

すが、交通ルールやマナーを守らないと命に係わる事故につながりかねま

せん。また、被害者になるだけでなく加害者になってしまうこともあります。

本校は、通学距離が長い生徒が多くいます。登下校には十分に気を付け、

「自分の命は自分で守る」力、を身に付けてほしいと思います。 

４ 避難訓練（不審者対策）を実施しました。 

  ４月２７日（木）に、伯方警察署の生活安全課の職員を招聘し、不審者対応

の避難訓練を行いました。今年の３月に、埼玉県で、刃物を持った高校生が、

学年末試験中の中学校に侵入し、教員がけがをするという事件が発生した

ところです。「備えあれば患いなし」、教職員が危機意識を持ち、生徒たちが

真剣に取り組むことで、大変意義のある避難訓練を行うことができました。 



 


